
　下のグラフは，令和５年４月９日に執行された，鹿児島県議会議員選挙で投票した指宿市の有権
者の年代別の割合です。

  　

　

　

　

・　選挙って自分たちに関係あるの？
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　選挙について「自分には関係ない」と思っている方もいるのではないでしょうか？

・　選挙って実はとても重要！！

　

　選挙は私たちの生活ととても関係があります。例えば私たちが払う税金
　この税金はみなさんの暮らしのために使わています。
  　
　

　

　

消費税

所得税

住民税

固定資産税 軽自動車税

etc…

・教育
　学校や図書館・教育施設等
・医療福祉
・警察，消防
・インフラ整備・維持
　道路，信号，橋，地下鉄
　空港等の整備・維持
・その他様々な公共サービス

　私たちが払っている税金を「予算」としてどのように使うか

　それを決めているのが選挙で選ばれる政治家です。　

　私たちが払っている税金をどう使うか！しっかりとした人に決めて欲しいですよね！！

　税金の使い方以外にも，暮らしの中の様々な決まりごと(法令等)や制度を決めることも，

政治家たちの判断になります。

　選挙によって選ばれた政治家たちの判断によって，国，県，市の発展や私たち
の暮らしが変わるのです！！

私たちの暮らしと選挙

若者と選挙

　投票した全有権者のうち，50歳未満の投票
者の割合は，約24％と全体の４分の１にも満
たない数字になっております。
　更に，30歳未満の投票者は約５%となってお
ります。

　このような傾向から，政治家は若者向けの
政策より，高齢者向けの政策を優先しようと
思うかもしれません。

　今後，少しずつでも若い世代の投票率が上
がってくれば，今よりももっと暮らしやすい
世の中になるかもしれません。

　「どの候補者」「どの政党」に投票するのかも重要ですが，まずは
「若い世代も投票に行ってるぞ！」という姿勢をアピールしていくことも大事なことなのです！

　若い世代が投票するという形で，声を届けることで，高齢者だけでなく，若い世代の意見も
取り入れた政治が行われ，みんなが暮らしやすい世の中になっていくんです！！


